
 
 

 
 

 
 

 

足
利
の
花
火
大
会
へ 

  
足
利
の
花
火
大
会
を
初
め
て
見
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
夏
だ
っ
た
。
市
内
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
の
、

通
称
（
河
原
）
と
言
わ
れ
る
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
。
最
後
に
見
た
の
が
昭
和
四
十
一
年
な
の
で
、
四
十
八

年
ぶ
り
の
花
火
見
物
だ
。 

  

日
本
煙
火
芸
術
協
会
の
創
立
者
で
、
花
火
師
の
武
藤
輝
彦
に
よ
る
と
、
打
上
花
火
は
、
一
七
五
一
年
（

寛
延
四
年
）
に
開
発
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
の
花
火
は
、
煙
や
炎
が
噴
き
出
す
花
火
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
花
火
が
開
発
さ
れ
た
と
さ
れ
る
年
に
、
徳
川
吉
宗
が
死
去
し
て
い
る
。
す
る
と
、
一
七
三
三
年
に
、

徳
川
吉
宗
が
始
め
た
と
い
う
、
隅
田
川
の
花
火
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

初
代
の
鍵
屋
弥
兵
衛
が
、
一
七
一
七
年
に
、
水
神
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
献
上
花
火
を
打
ち
上
げ
て
い
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
の
花
火
の
形
状
は
、
球
形
で
は
な
く
円
筒
形
だ
っ
た
と
あ
る
。
以
前
に
見
た
、

テ
レ
ビ
時
代
劇
『
水
戸
黄
門
』
の
中
で
、
花
火
職
人
が
、
球
形
の
花
火
を
作
っ
て
い
た
が
、
時
代
考
証
が

間
違
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

一
八
一
〇
年
に
、
八
代
目
『
鍵
屋
』
の
手
代
だ
っ
た
清
七
が
、
暖
簾
分
け
を
し
て
も
ら
い
、
市
兵
衛
と

改
名
、『
玉
屋
』
を
作
っ
た
。
隅
田
川
に
架
か
っ
た
両
国
橋
か
ら
上
流
を
玉
屋
、
下
流
を
鍵
屋
が
受
け
持
ち

技
を
競
っ
た
。（
後
に
玉
屋
は
火
事
を
出
し
て
、
一
代
限
り
で
家
名
断
絶
と
な
る
）
今
の
よ
う
に
、
真
丸
く

開
く
花
火
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
、
鍵
屋
十
代
目
の
苦
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。 

 

足
利
の
花
火
は
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
今
年
は
第
百
回
目
の
記
念
大

会
と
の
こ
と
だ
。
最
初
の
開
催
年
か
ら
計
算
す
る
と
、
途
中
で
十
二
回
の
中
止
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
戦
争
が
主
な
原
因
な
の
だ
ろ
う
。 

 

足
利
の
花
火
は
、
自
治
体
に
よ
る
開
催
で
は
な
く
、
商
工
会
議
所
が
開
催
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
繊
維
業
界
が
好
況
だ
っ
た
頃
に
は
、
織
物
業
者
が
渡
良
瀬
川
に
船
を
浮
か
べ
て
、
東
京
の
取
引
先
を

接
待
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

 
 

私
は
青
春
十
八
切
符
を
使
い
、
仙
台
か
ら
六
時
間
半
を
か
け
て
足
利
に
着
い
た
。
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗
る

の
が
好
き
な
の
だ
。
こ
の
切
符
は
、
普
通
列
車
に
し
か
乗
れ
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
全
線
、
乗
り
降
り
自
由
の
、

期
間
限
定
切
符
で
あ
る
。
一
日
当
た
り
二
四
〇
〇
円
弱
で
、
合
計
五
日
分
が
一
つ
刷
り
に
な
っ
て
い
る
。

（
青
春
）
の
名
称
に
は
関
係
な
く
誰
で
も
使
え
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

 

改
札
を
出
る
と
、
Ｉ
君
が
迎
え
に
来
た
。
駅
か
ら
ホ
テ
ル
（
や
や
遠
い
）
に
行
き
、
手
荷
物
を
置
い
た
。

六
月
に
空
き
部
屋
を
探
し
た
が
、
駅
付
近
の
ホ
テ
ル
は
、
と
っ
く
に
満
室
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
何
と
か
、

ｍ
ち
ゃ
ん
と
二
人
分
の
部
屋
を
確
保
で
き
た
の
は
、
幸
運
だ
っ
た
。 

 

花
火
大
会
の
開
宴
は
、
午
後
七
時
か
ら
で
、
集
合
は
六
時
三
十
分
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
君
と
時
間
を
つ

ぶ
し
た
。 

「
つ
ね
お
に
見
せ
た
い
所
が
あ
る
ん
だ
よ
」 

「
ど
こ
な
の
さ
」 

「
ほ
ら
、
足
利
を
歌
っ
た
、
曲
が
あ
る
だ
ろ
う
」 

「
わ
か
ん
ね
ー
な
」 

「
ほ
ら
、
あ
の
歌
手
、
何
だ
っ
け
、
え
ー
と
ほ
れ
」 

「
わ
か
ん
ね
ー
な
」 



 

緑
町
の
八
雲
神
社
は
、
火
事
で
焼
失
し
て
、
仮
堂
が
建
っ
て
い
た
。
森
高
千
里
と
い
う
歌
手
が
歌
っ
た
、

渡
良
瀬
橋
と
い
う
曲
に
出
て
く
る
ら
し
い
。
物
忘
れ
が
始
ま
っ
た
仲
間
が
、（
あ
れ
、
あ
れ
）
で
通
じ
合
う

に
は
、
両
者
に
共
通
の
知
識
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、 

「
昨
日
、
あ
れ
見
た
か
？
ほ
ら
あ
れ
だ
よ
」 

「
見
た
見
た
、
あ
れ
な
、
良
か
っ
た
よ
な
ー
」 

こ
れ
で
通
じ
る
。
ま
る
で
、
テ
レ
パ
シ
ー
だ
。 

 

後
で
森
高
千
里
の
写
真
を
見
た
が
、
初
対
面
だ
っ
た
。
私
よ
り
十
五
歳
年
下
の
歌
手
？
の
よ
う
だ
。
芸

能
関
係
の
知
識
が
、
昭
和
で
止
ま
っ
て
い
る
私
に
は
、
受
信
で
き
な
い
波
形
の
テ
レ
パ
シ
ー
だ
っ
た
。 

 

八
雲
神
社
の
社
伝
に
よ
る
と
、
八
六
九
年
に
、
清
和
天
皇
の
勅
定
に
よ
り
、
ス
サ
ノ
オ
の
命
と
他
の
二

神
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
一
六
九
五
年
、
社
殿
改
築
の
際
に
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
古
銭
が

多
く
出
土
し
た
。
領
主
の
本
庄
宗
資
は
、
こ
の
古
銭
で
五
枚
の
神
鏡
を
鋳
造
さ
せ
た
。
そ
の
内
の
一
枚
が
、

神
社
に
伝
わ
る
神
鏡
と
の
こ
と
だ
。
足
利
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
銘
菓
『
古
銭
最
中
』
は
、

案
外
こ
の
辺
か
ら
、
命
名
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

車
で
織
姫
神
社
に
行
く
。
子
供
の
頃
に
は
、
何
度
も
来
て
い
た
。
何
人
か
で
、
両
崖
山
を
越
え
行
道
山

ま
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

「
Ｉ
君
よ
、
秋
に
な
っ
た
ら
、
こ
こ
か
ら
行
道
山
ま
で
行
こ
う
ぜ
」 

「
い
い
な
ー
、
行
こ
う
行
こ
う
」 

こ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
街
並
み
を
見
た
。
ホ
テ
ル
の
高
い
建
物
や
、
渡
良
瀬
川
の
南
に
開
け
た
街
は
、

子
供
の
頃
に
は
な
か
っ
た
。 

「
つ
ね
お
、
ほ
れ
、
向
こ
う
に
見
え
る
の
が
、
太
田
の
金
山
だ
ぞ
」 

指
さ
す
方
向
に
山
が
三
つ
見
え
る
。 

「
あ
の
う
ち
の
、
ど
の
山
な
ん
だ
い
？
」 

「
そ
こ
ま
で
は
知
ら
ね
ー
」 

い
つ
も
こ
ん
な
調
子
だ
。 

 

幸
の
湯
に
行
く
。
サ
ウ
ナ
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
銭
湯
だ
。
中
学
生
の
時
、
Ｉ
君
と
銭
湯
に
行
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
Ｍ
さ
ん
家
の
近
く
に
あ
っ
た
銭
湯
で
、
名
前
も
思
い
出
せ
な
い
し
、
ど
ん
な
ペ
ン
キ
絵
が

描
か
れ
て
い
た
か
も
憶
え
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
時
の
、
Ｉ
君
と
の
会
話
だ
け
は
憶
え
て
い
る
。
銭
湯

の
入
り
口
で
不
意
に
聞
か
れ
た
。 

「
つ
ね
お
、
は
え
て
き
た
ん
か
？
」 

「
な
ん
だ
い
そ
り
ゃ
ー
」 

「
ち
ん
ち
ん
の
け
だ
よ
」 

「
ま
だ
は
え
て
ね
ー
や
」 

「
よ
か
っ
た
、
お
れ
も
ま
だ
な
ん
だ
」 

こ
ん
な
会
話
だ
っ
た
。 

 

最
近
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
が
好
き
で
、
毎
週
ど
こ
か
の
湯
に
行
く
。
た
い
て
い
、
サ
ウ
ナ
に
三
回
入
り
、

時
間
に
し
て
、
二
時
間
は
銭
湯
か
ら
出
な
い
。
サ
ウ
ナ
を
出
た
後
の
、
水
風
呂
が
快
感
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。 

 

三
年
前
ま
で
は
、
サ
ウ
ナ
に
入
る
と
鼻
が
乾
燥
し
て
し
ま
う
の
で
、
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
て
顔
に
巻
い
て

い
た
。
ま
る
で
中
近
東
の
女
性
の
い
で
た
ち
だ
。
入
る
の
は
一
回
。
水
風
呂
は
、
心
臓
ま
ひ
に
な
り
そ
う

な
の
で
入
ら
な
か
っ
た
。
風
呂
に
は
、
せ
い
ぜ
い
二
十
分
も
い
れ
ば
充
分
だ
っ
た
。
Ｉ
君
は
、
そ
の
頃
の



私
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
。
顔
に
タ
ー
バ
ン
タ
オ
ル
を
巻
い
て
サ
ウ
ナ
室
に
入
っ
て
き
た
。 

「
Ｉ
君
よ
、
水
風
呂
は
い
い
ぜ
ー
」 

「
水
に
入
っ
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
、
俺
心
臓
が
弱
い
ん
だ
か
ら
」 

「
水
風
呂
は
と
も
か
く
、
サ
ウ
ナ
を
出
た
ら
横
に
な
っ
た
り
椅
子
に
座
っ
て
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
の
が

気
持
ち
い
い
ん
だ
ぜ
」 

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
、
長
く
入
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
日
は
私
の
ペ
ー
ス
で
、
一
時
間
半

く
ら
い
風
呂
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。 

 

今
日
の
花
火
鑑
賞
会
場
は
、
級
友
Ｏ
さ
ん
の
兄
が
大
町
で
経
営
し
て
い
る
料
亭
に
な
っ
て
い
た
。
会
場

に
行
く
と
、
結
構
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
主
食
や
摘
み
が
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
に
並
ん
で
い
た
。
私
た
ち

仲
間
用
に
は
、
別
途
個
室
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
Ｏ
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
部
屋
に
入
る
と
仲
間
が
一
人
先

に
来
て
い
た
。
そ
の
後
三
人
の
仲
間
が
来
た
。
七
人
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
生
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
話
が
弾

ん
で
い
た
。
突
然
、 

 

ド
ー
ン
！ 

 

大
き
な
音
が
響
く
。
花
火
大
会
が
始
ま
っ
た
の
だ
。
子
供
の
頃
な
ら
、
す
ぐ
に
屋
上
に
と
ん
で
行
っ
た

の
だ
ろ
う
。
み
ん
な
の
話
が
長
く
な
り
、
一
向
に
肝
心
な
花
火
を
見
に
行
か
な
い
。
毎
年
見
て
い
る
人
た

ち
な
の
で
、
悠
長
な
も
の
だ
。 

「
そ
ろ
そ
ろ
花
火
を
見
よ
う
ぜ
」 

み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
屋
上
に
出
た
。
よ
く
見
え
る
。 

宴
会
場
に
い
た
人
た
ち
も
、
屋
上
に
陣
取
っ
て
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。
十
号
花
火
、
い
わ
ゆ
る
一
尺
玉
が

上
が
る
。 

「
あ
の
大
き
い
の
は
一
発
い
く
ら
す
る
ん
だ
ろ
う
」 

「
一
尺
玉
一
個
で
、
一
〇
万
円
位
す
る
よ
」 

そ
ん
な
会
話
が
聞
こ
え
た
。 

 

私
が
子
供
の
頃
は
、
中
橋
の
近
く
で
花
火
を
上
げ
て
い
た
。
今
は
、
田
中
橋
の
下
流
で
上
げ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。
花
火
を
上
げ
る
に
は
、
保
安
距
離
と
い
う
の
が
決
ま
っ
て
い
て
、
十
号
花
火
を
上
げ
る
場
合
、

約
半
径
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
広
さ
が
必
要
と
な
る
。
十
号
花
火
は
、
高
さ
が
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
位
上

が
り
、
半
径
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
位
に
火
花
が
広
が
る
。 

 

空
が
明
ら
み
一
尺
玉
の
大
輪
が
開
く
。 

「
す
ご
い
、
き
れ
い
な
色
！
」 

歓
声
が
上
が
る
。
少
し
遅
れ
て
、 

 

ズ
ド
ド
ー
ン
！ 

 

昔
の
花
火
よ
り
色
が
カ
ラ
フ
ル
だ
。
そ
し
て
、
輝
き
も
強
く
全
体
に
明
る
い
。
紅
色
に
は
炭
酸
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
、
緑
色
に
は
硝
酸
バ
リ
ウ
ム
、
黄
色
に
は
炭
酸
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
青
色
に
は
酸
化
銅
、
銀
色
に

は
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
、
明
る
さ
は
、
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
を
調
合
す
る
ら
し
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と

野
暮
に
な
る
。 

 

ド
ン
パ
チ
ド
ン
パ
チ
、
ス
ド
ド
ン
ド
ー
ン
！ 

 

あ
ち
こ
ち
の
夜
空
が
輝
き
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
始
ま
っ
た
。
速
射
連
発
花
火
だ
。
こ
こ
は
花
火
師
、
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
。
最
近
は
パ
ソ
コ
ン
制
御
で
点
火
す
る
、
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ー
マ
イ
ン
と
い
う
の
が
あ
る
ら

し
い
。 

 

一
旦
宴
会
場
に
戻
り
、
ま
た
飲
み
始
め
る
と
、
仙
台
か
ら
車
で
向
か
っ
て
い
た
仲
間
が
到
着
し
た
。
ま



た
ま
た
昔
話
に
花
が
咲
く
。 

「
そ
ろ
そ
ろ
最
終
花
火
に
な
る
よ
」 

 
み
ん
な
屋
上
に
戻
っ
た
。
午
後
九
時
が
終
了
の
予
定
な
の
に
花
火
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
や
が
て
、
花

火
が
上
が
っ
て
い
る
方
向
の
地
上
が
、
少
し
明
る
く
な
っ
た
。
河
原
で
仕
掛
け
花
火
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
明
る
さ
が
増
す
と
同
時
に
、
夜
空
に
も
明
る
い
花
が
咲
き
ほ
こ
っ
た
。
次
々
に
、
閃
光
が
目
に

飛
び
込
み
、
消
え
て
ゆ
く
。
光
の
饗
宴
は
、
何
度
も
何
度
も
く
り
か
え
さ
れ
た
。
空
が
最
高
に
輝
い
た
後
、

つ
い
に
長
い
沈
黙
が
訪
れ
、
光
の
あ
っ
た
南
の
空
は
、
周
囲
の
闇
に
溶
け
込
ん
だ
。 

 

花
火
大
会
は
終
わ
っ
た
。 

 

西
の
空
は
、
誰
に
も
気
付
か
れ
ず
に
花
火
を
見
て
い
た
半
月
が
、
空
の
雲
間
に
輝
い
て
美
し
か
っ
た
。 

  

私
た
ち
の
花
火
大
会
は
終
わ
ら
な
い
。
二
次
会
へ
と
向
か
っ
た
。
さ
ら
に
二
名
が
加
わ
り
仲
間
は
膨
ら

ん
で
一
尺
玉
だ
。
み
ん
な
の
話
は
、
あ
ち
こ
ち
に
飛
ん
で
花
が
咲
き
、
昔
話
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
輝
い
て

い
た
。 


